
病
は
消
滅
す
る
。
こ
こ
に
内
観
、
存
思
、
坐
忘
の
姿
を
み
る
。

そ
の
他
、
具
体
的
な
記
述
と
し
て
、
「
草
木
方
訣
、
生
物
方
訣
、

灸
刺
訣
、
神
祝
文
訣
、
方
薬
厭
固
相
治
訣
」
等
が
あ
り
、
こ
れ
ら
に

つ
い
て
も
紹
介
し
た
い
。

（
吉
元
医
院
）

中
国
古
代
医
学
は
わ
か
り
に
く
い
。
そ
の
理
由
の
一
つ
は
陰
陽
と

い
う
言
葉
の
概
念
が
つ
か
象
に
く
い
と
い
う
こ
と
に
在
る
、
と
思
わ

れ
る
。
し
か
も
、
こ
の
陰
陽
と
い
う
言
葉
は
中
国
古
代
医
学
の
あ
ら

ゆ
る
局
面
に
し
み
わ
た
っ
て
い
て
、
此
の
医
学
の
重
要
な
構
成
要
素

と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
故
に
、
陰
陽
が
わ
か
ら
な
け
れ
ば
此
の
医
学

は
わ
か
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
陰
陽
は
中
国
古
代
医
学
を

考
え
る
も
の
に
と
っ
て
、
避
け
る
こ
と
の
出
来
な
い
課
題
で
あ
る
。

思
想
史
の
上
で
も
、
陰
陽
は
重
要
な
テ
ー
マ
で
あ
る
。
殊
に
易
の

基
礎
的
概
念
と
し
て
問
題
に
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
陰
陽
は
先

ず
宇
宙
を
構
成
す
る
事
物
の
分
類
原
理
で
あ
り
、
す
べ
て
の
物
事
は

陰
陽
何
れ
か
に
分
け
ら
れ
る
。
次
に
、
陰
陽
は
物
事
の
生
成
消
滅
の

動
因
で
あ
り
、
運
動
（
機
能
）
の
原
理
で
あ
り
、
そ
の
消
長
盛
衰
に

よ
っ
て
現
象
世
界
が
成
立
す
る
。

中
国
古
代
医
学
に
お
け
る
陰
陽
に

つ
い
て

家
本
誠
一
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思
想
史
の
上
で
は
こ
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
て
い
る
陰
陽
は
、
医
学

の
上
で
は
ど
の
よ
う
な
働
き
を
も
っ
て
い
る
の
か
。
以
下
、
こ
れ
に

つ
い
て
考
え
る
。

先
ず
、
そ
の
重
要
性
に
つ
い
て
、
素
間
霊
枢
は
次
の
よ
う
に
い

う
。
人
間
の
か
ら
だ
は
陰
陽
を
離
れ
て
は
存
在
し
な
い
。
陰
陽
は
生

体
の
基
本
的
要
素
だ
（
人
生
有
形
、
不
離
陰
陽
）
。
故
に
診
療
に
当
っ
て

は
陰
陽
を
判
別
す
る
こ
と
が
先
決
と
な
る
（
善
診
者
、
察
色
按
脈
、
先

別
陰
陽
）
。
そ
し
て
、
鍼
の
道
と
い
う
も
の
は
陰
陽
を
知
れ
ば
そ
れ

で
す
べ
て
が
わ
か
る
。
知
ら
な
け
れ
ば
此
の
道
は
お
し
ま
い
だ
、
と

い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
重
要
な
言
葉
で
あ
る
が
、
現
代
人
に
は
そ
の
概
念
が

仲
々
つ
か
め
な
い
。
そ
の
理
由
は
陰
陽
の
多
義
性
に
在
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
そ
の
情
況
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

素
間
に
お
い
て
も
、
陰
陽
は
分
類
原
理
で
あ
る
。
天
地
日
月
星

辰
、
寒
熱
水
火
、
男
女
。
自
然
と
人
生
の
諸
相
は
す
べ
て
陰
陽
に
分

か
れ
る
。
人
間
の
か
ら
だ
も
亦
同
じ
で
、
生
体
の
臓
器
組
織
は
陰
陽

に
分
属
す
る
。
生
体
の
表
裏
内
外
上
下
左
右
背
腹
も
夫
々
陰
と
陽
に

分
け
ら
れ
る
。
体
表
に
在
る
皮
毛
筋
骨
は
陽
で
あ
り
、
内
臓
と
し
て

の
五
臓
六
腋
は
陰
で
あ
る
。
更
に
臓
脈
も
、
臓
は
陰
中
の
陰
、
脈
は

陰
中
の
陽
と
、
陰
陽
の
気
の
濃
淡
に
よ
っ
て
再
分
類
さ
れ
る
。
か
く

し
て
生
体
の
構
造
は
陰
陽
濃
度
の
勾
配
の
上
に
整
理
さ
れ
、
体
系
づ

け
ら
れ
る
。
即
ち
、
陰
陽
は
先
ず
生
体
の
部
位
、
位
置
的
関
係
を
指

示
す
る
も
の
で
あ
る
。
併
し
な
が
ら
、
こ
れ
に
止
ま
ら
ず
、
脈
状
や

脈
所
に
も
陰
陽
が
あ
り
、
症
状
に
も
陰
陽
が
あ
る
。
形
態
に
も
生
理

に
も
病
理
に
も
陰
陽
が
出
て
来
て
、
一
体
こ
の
陰
陽
は
何
を
さ
し
て

い
っ
て
い
る
の
か
、
判
断
に
ま
よ
う
の
で
あ
る
。

こ
の
多
義
性
を
そ
の
基
底
に
お
い
て
支
え
、
統
一
し
て
い
る
本
体

は
何
な
の
か
。
そ
れ
は
機
能
原
理
と
し
て
の
陰
陽
で
あ
る
、
と
私
は

考
え
る
。
そ
れ
は
次
の
よ
う
に
定
義
さ
れ
て
い
る
。

①
陰
者
蔵
精
而
起
亟
也
。
陽
者
衛
外
而
為
固
也
。

②
陰
者
在
内
、
陽
之
守
也
。
陽
者
在
外
、
陰
之
使
也
。

⑧
陽
予
之
正
、
陰
為
之
主
。
清
陽
発
膜
理
、
油
陰
走
五
臓
。
清

陽
実
四
支
、
油
陰
帰
六
脈
。

こ
こ
に
陰
の
臓
す
る
精
と
は
生
体
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
意
味
し
て
い

る
。
即
ち
、
陰
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
貯
蔵
し
、
必
要
に
応
じ
て
放
出
す

る
働
き
を
も
ち
、
陽
は
陰
か
ら
放
出
さ
れ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
し

て
四
肢
体
表
の
機
能
を
営
む
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

精
、
即
ち
生
体
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
水
穀
（
飲
食
物
）
よ
り
生
ず
る
。
水
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従
来
、
陰
は
副
交
感
神
経
系
に
、
陽
は
交
感
神
経
系
の
作
用
に
対

応
す
る
、
と
し
て
来
た
見
解
は
そ
れ
程
見
当
違
い
の
も
の
で
は
な
い

よ
う
に
考
え
る
。
全
く
一
致
す
る
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
が
。

生
体
の
臓
器
組
織
の
陰
陽
、
又
、
脈
状
や
症
状
の
陰
陽
は
、
此
の

意
味
で
の
陰
陽
が
、
夫
を
優
位
を
示
し
て
い
る
部
位
・
現
象
と
し
て

機
能
し
て
い
る
。

陰
陽
は
此
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
生
産
・
貯
蔵
・
放
出
・
消
費
の
全
過

程
に
関
与
し
、
こ
れ
を
調
節
す
る
支
配
機
構
を
な
す
も
の
で
あ
る
。

現
代
生
理
学
に
比
定
す
れ
ば
、
生
体
調
節
機
構
と
し
て
の
神
経
内
分

泌
系
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
二
元
的
に
構
成
し
た
と
考

え
ら
れ
る
。
陰
は
主
と
し
て
同
化
的
に
、
陽
は
主
と
し
て
異
化
的
に

消
費
さ
れ
る
。

穀
の
も
つ
栄
養
素
を
五
味
と
い
う
。
そ
の
味
に
は
蔵
す
る
所
の
も
の

が
あ
る
。
即
ち
、
精
で
あ
る
。
水
穀
の
精
は
脾
胃
三
焦
に
お
い
て
生

体
の
精
に
転
化
す
る
。
こ
の
精
は
（
営
）
血
（
衛
）
気
と
し
て
抽
出

さ
れ
る
。
気
血
は
手
不
ル
ギ
ー
の
担
体
と
し
て
経
脈
に
従
っ
て
全
身

を
循
環
し
、
筋
骨
臓
肺
を
灌
流
す
る
。
こ
こ
に
営
血
は
陰
の
、
衛
気

は
陽
の
働
き
と
連
動
す
る
。
こ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
四
肢
・
九
薮
・
皮

毛
筋
骨
の
運
動
・
知
覚
・
栄
養
・
防
衛
・
発
汗
の
諸
機
能
の
遂
行
に

理
解
さ
れ
る
。

生
体
の
諸
機
能
、
呼
吸
循
環
泌
尿
排
便
、
又
、
睡
眠
発
汗
セ
ッ
ク

ス
等
に
お
け
る
陰
陽
の
機
能
、
更
に
疾
病
の
病
理
に
お
け
る
陰
陽
の

関
与
に
つ
い
て
は
、
別
に
論
考
を
用
意
し
た
い
。

（
家
本
医
院
）
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